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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1990年代：紙からデジタルへの転換「電子納品・CALS/EC」
背景・目的： 膨大な「紙の資料」による管理からの脱却と、公共事業のコスト縮減。
主な動き： 1996年に「CALS/ECアクションプラン」が策定され、2010年までの完全電子化を目指しました。これにより、図面や書類をCD-R等のメディアで提出する「電子納品」がスタート。
当時の実感： 「CADでの作図」や「電子納品要領のチェック」に、多くの企業が苦労したデジタルの黎明期です。

2000年代：現場へのIT技術の導入「情報化施工」
背景・目的： 熟練技術者の不足を見据え、施工現場そのものをITで効率化・高精度化する試み。
主な動き： 2008年に「情報化施工推進戦略」が策定。TS（トータルステーション）を用いた出来形管理や、重機を自動・半自動制御するMC（マシンコントロール）／MG（マシンガイダンス）が現場に導入され始めました。
当時の実感： 「高価な機械を入れて本当に元が取れるのか？」という手探りの状態から、徐々に効果が認知され始めた時代です。

2010年代：「i-Construction」の始動
背景・目的： 建設現場の「生産性向上」を明確な至上命題とし、建設業の3K（きつい・汚い・危険）を新3K（給与・休暇・希望）へ変えるための抜本的改革。
主な動き： 2016年から国交省のトップダウンで本格始動。ドローンによる3次元測量、ICT土工の全面的な導入が進められました。また、3次元モデルで設計・施工・維持管理をつなぐBIM/CIMの活用が本格化しました。
当時の実感： 「ICT施工」が一部の先進的な現場だけでなく、公共工事の基準として定着し始めた転換期です。

2020年代〜現在：生産性向上から、組織・働き方の変革へ「インフラDX」
背景・目的： 2024年から適用された「時間外労働の上限規制（2024年問題）」への対応、および激甚化する災害への迅速な対応。
主な動き： 2020年に国交省に「インフラDX推進本部」が設置。2023年にはBIM/CIMの原則義務化（小規模工事等を除く）がスタート。2026年現在は、単なる現場のIT化にとどまらず、
AIによる画像診断、遠隔臨場の一般化、自動化施工、3D都市モデル（PLATEAU）の活用など、データを用いた「働き方の変革（DX）」へと昇華しています。
現在の実感： 「人を現場に張り付かせない」「データで判断する」という、経営層・現場双方のマインドセットの変革が求められています。

こうして振り返ると、私たちの業界は「書類の電子化」から始まり、「機械の自動化」「現場の3次元化」を経て、現在の「データによる働き方改革（DX）」へと、
一歩ずつ確実に進化を遂げてきました。今回のDXは、その「総仕上げ」とも言える重要なステップです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和9年の３Dモデルの契約図書化が、BIM/CIMの一つのゴールだとすると、
そのゴールに向けて、国は着々と準備を進めてきました。その傍証とも言えるのが、
近年の「実施要領の改訂」です。
令和3年にBIM/CIM実施要領を策定し、令和5年に『原則化』という義務を課した後、
令和7年度には『施工の原則適用とCDE（共通データ環境）』による実務的なデータ共有ルールを整理し、
さらに令和8年度には『費用計上（積算・標準歩掛り）』の明確なルールを作ろうとしています。
つまり、『実務のルール（R7）』と『お金のルール（R8）』を国が順番に整えてくれた上で、
令和9年度（2027年度）の『契約図書化（法的効力）』というゴールに到達する仕組みになっているのです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでBIM/CIMの現状や、実際にBIM/CIMに携わった方々のアンケートをご紹介いたします。
アンケートは今年の1月から2月にかけて、発注者（N＝５７１）受注者（工事N＝１１３２・業務N＝６３０）両方から実施されました。
ここでは、詳細にご紹介する事ができませんが、生の声として大変参考になるかと思いますので、
一度、目を通される事をおススメいたします。

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001987371.pdf

02 HuDiRe L FIEZEE % FLKUI COMPUTER

REAL VOICE OF SURVEY

BIM/CIMERRIZD [#HR]1 & [TEFRDEIHE]

HIE (ExZARE - N=571) ORR ZFE (BTt - 3> N) OXSF
— R TR = \ =] .
3DEFILD TRAEHERATFIL] hEig FEOBIEDOEEE. —EFEDSL OV
REOBEUBEN [B53DEFTI/ILEHE. 4% (RICRDEFID _ . ey —
}Ié*ﬁja&) ;&EE; —Cgé Eﬁ —Cgéj &%it%“éb\%g(:ﬁao—c {%E] EHE"S((..&%E@JH‘]XU‘J I\ [E%EE] —E"F%' **Zﬁ;ﬂ
WET, [3DEEbIC LB IS 1= —> 3> =] N _
ZTED87% (988F) . EBDI1% (578 Egﬁﬁ@jﬁ S
RSEE - H:2 A FIEE ] EES #) DR EUTRE. A [2D - 3DDO—E/E% ] h'&iE L O%E,
[# A1) BISDH6EIH R EER
1 14 G 475 a3 . AMBROSE :
S TR v TR FSOHRIBERRMBCSL)  #BD75% (475¢) HBREPIRT
R4 - 58 & ARSI REL T. 24006EIH'11%~21% EOBERERYE AMSEIASLEREOES.
(EIELRD8 3% % Z2h) AMNEShER A ==,

* FFEDERRUE [TEDOHR{ETHRE] Q@ T [—Er) & TEAGE] (CHI3EOEEH :
RETEBMOSTA : 3301F (#58%N mEEm) L OFRIHIMZ %) DH7ED [2DKmEHENR] & BH8FD [BIM/CIMERERANE (BAET
HhoTsHAES - BRISEIIEE « AR EGEADIDIERN =BG FBAtE(E) | TY . EERBDBHZEIX TIL—IL2REILLTNET

- 7w [EL3EE]
ARICRAE— k7T (https://www.mlit.go.jp/tec/content/001987371.pdf).

© 2026 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケート結果をAIで解析した結果が上記の通りです。
発注者側の意見としては、受発注者間の合意形成に寄与するとの意見が５８％から得られました。
また、R5年からR7年で３Dモデルを閲覧し、内容を確認できるスキルが急速に伸びている事もわかりました。
一方、受注者側としては、工事・業務とも、３Dモデルを使う事で、コミュニケーションコストの削減が見られます。
この効果は約9割の方々が、その効果を上げている事から、工種を問わず明確なメリットと考えられます。
そのうち、約6割は施工ステップを３D化する事で、2割程度の省人化が見込まれるとの回答がありました。

但し、受注者側の課題や懸念としては、２Dと３Dで二重作業が発生している点を上げる方も約半数いらっしゃいました。�納品が、「紙」から「電子」になった時にも生じた「アレ」と同じです。
技術の過渡期には起こりがちだとは言え、負担は大きく、この課題に関しては、受発注者間の意識の統一が必要だと思います。
そしても、より深刻な課題は「人材育成」にありそうです。Dx特にBIM/CIMに関しては、社内にも知見があるとは限らず、
そういった技術を担う人材をどう育成していくかに関しては、業務の75%の方々が課題を感じていらっしゃいます。
また、何らかの３Dシステムの導入が必要になりますので、その費用についても大きな負担であるとの回答が多くございました。

その声に対しての一つの回答が、「削減できる２D図面の検討」「費用計上の明確化」にあります。�受発注者ともに、メリットだけに踊らされず、デメリットや課題に縛られる事なく、現実的な解決策を目指す為に、
制度の変更や新しい技術の内容をしっかりと把握する事が大切です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「皆さん、建設DXのセミナーに行くと、結論として『この数百万のソフトを買いましょう』とか『リスキリングして3次元のモデリングを全員覚えましょう』といった高いハードルを提示されることが多いですよね。
今日お伝えしたいのは、そんな他者本位の一般論ではありません。自社に本当に必要なDXは、他社を真似することでもコンサルに丸投げすることでもなく、自社のことを一番よくわかっている皆さんが考え、主導権を握らなくてはならないのです（STEP 01を指し示す）。
まずは、SNSを開いてみてください。XやYouTubeには、同規模の会社が『こんなアプリで測量が楽になった』『ドローンで起工測量したら一瞬だった』という生々しいヒントがたくさん転がっています。そして、展示会やイベントに足を運び、どんなメーカーやサービスがあるのかを見て、皆さんが自ら*『手札（選択肢）』を持ってください**。*
手札を持ったら、次は触ってみることです（STEP 02へ）。ビューワーソフトの多くは、実は無料で手に入ります。配布されているデモデータを取り込んで、自分でグリグリと動かしてみる。この『3Dに慣れる、触れてみる』というステップこそが、現場への定着に向けた第一歩です。
（STEP 03へ）。まずは『これなら失敗しても痛くない』と思える負担可能な予算を決め、小さな現場で一つずつ試行錯誤します。小さな成功体験が社内に経験則として蓄積されれば、自ずと『ここは自社でやろう、ここは全面的に外注しよう』という、自社だけの最適解が見えてきます。まずは走り始めること。そこからすべてが変わります。」
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